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デジタル化に伴って

カメラはより大容量かつ大量の写真を

撮影することが容易になった。

しかし、価値ある写真の多くは

大量の写真の中に埋もれてしまっている。

価値ある写真を見つけ出すための

《きっかけ》をつくるデバイスを提案する。

再生ボタン

シャッターボタン
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あぁ～こんなことあったなぁ！

噛ませてみよう！
大量に撮影された写真は、目的とする画像に辿り着くまでは容易であるが、

個人が忘れている写真を大まかに探すのに適していない。対して Life-Cam

の実体のあるモノを噛ませる手法は、直感的に写真を探すことが出来る。

色々なモノを噛ませて、
思いもしなかった写真や忘れていた写真を再発見し、
人生を振り返る《きっかけ》をつくる。

1. モノを噛ませて再生ボタンを押す。

2. モノのデータを抽出。

3. 大量の写真の中からそのデータとの

関連性がより高い写真が選択される。

4. 超短焦点プロジェクターから平面に

投影し、モノを囲むように表示される。

例：金沢市のチケット

操作方法：投影面に触れて操作する。

選択 移動 スクロール 拡大・縮小

抽出したデータ 平成 24 年度 7月 7日

金沢市

緑色



距離センサー

超短焦点プロジェクター


